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論文内容の要旨

〔目的〕

腸炎ピプリオ感染症の疫学的解析には，原凶菌の血清学的分類が重要な手がかりとなる。本菌の血

清学的分類においては，近年の K抗原の多様化に伴って， 0 抗原による分類( 0 群日11' の重要性が増

大している。しかし O 抗原は K抗原に比して複雑な撒構造を有しており_-の特異的な型別血清

の作製は容易でFはない。特に， 012抗原に関しては，その存在が確認されているにもかかわらず， 0 

10群抗原と近縁な抗原性を有すること，むよびその特異血清の調製が困難なことを理由に，実際の O

群別では独立した耕克原として利用されていない。

一方，グラム陰性菌の O 抗原は多糖体構造を有する抗原物質として，その血清学的特異性が多糖体

としての化学構造に起附することが知られている。

そこで，下痢症患者由来の腸炎ピブリオ菌株に見い出した 012抗原を主要抗原とする菌株および未

知の O 抗原( 013抗原)を主君克原とする菌株につれて，それぞれの菌株の持つ O 抗原の特異性を明

らかにするために，免疫学的な O抗原解析を試みた。 さらに陽炎ピブリオ O 抗原を化学的に分類する

ことを目的として 0 開京リポ多帝劇本の糖組成を調べた。

〔方法および成積〕

012抗原を持つ腸炎ピブリオ菌株 a-1 と oP- 204 ，わよび新しい O 抗原を持つ陽炎ピブリオ菌

材 AQ-3206 と BG-6 について，三輪谷の方法でウサギを免疫して調製したそれぞれの抗 0 血清と

01 ~ 012 群パイロット株による試験管内交差凝集反応および吸収試験を行った。

OP-204 株の未吸収抗 0 血清は 012群パイロット株と a-1 株に対して，免疫菌と同等の高い
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凝集素価を示し， 012 群パイロット株および a- 1 株の O 抗原で吸収した吸収血清は， OP-20 4 株

に対しでも凝集を示さなかった。また04， 07あるいは 010 群抗原で吸収した OP-204 抗 0 血清は，

いずれも 012群パイロット株， a-1 株台よび OP-204 株に対してのみ凝集を示し， 012 因子血清

となることを確認した口

一方， AQ-3206株と BG- 6 株の未吸収抗 0 血清は，いずれも AQ-3206株と BG-6 株に対して

同程度の高い凝集素価を示したが， 01----012 群抗原に対しでは，免疫菌に対する凝集素価より低い値

であった。さらに， 0 群パイロット株を用いた吸収試験の結果， AQ-3206 と BG----- 6 の抗 0血清は，

02 , 03 , 05および 011 群抗原で吸収すると，共に AQ-3206 と BG- 6 の O 抗原に対してのみ凝集を示

す特異抗 0 閃子血清となった。

以上の成績から， a-1 株と OP-204 株が012 群パイロット株と共通の 012抗原を持ち， 012 抗

原を主要抗原とする菌株であること および AQ-3206株と BG- 6 株が Oト 012 群の既知 O 群抗原

とは異なる新 O 抗原 (013 抗原)を持ち，共に 013 抗原を主要抗原とする菌株であることが判明した。

これらの事実は，それぞれの抽出 0 抗原と抗 0 血清を用いたゲル内沈降反応(Ouchterlony)法の成績

によっても裏付られた。

さらに， 010群抗原と 012 群抗原との免疫学的な異同を，それぞれの抗 0 血清を用いた交差吸収試

験およびゲル内沈降反応によって調べた結果，いずれの鶏実においても，両 0 群抗原が免疫学右守に互

いに異なる特異性を有することを示す成績を得た。

次いで，上記分離株主fよび01---- 012群パイロット株より， Westphal 法で抽出精製した LPSについ

て，中門糖とアミノ糖むよび 2 -Keto-3 -deoxyoctona te( KDO)の糖組成を調べた。

中内糖とアミノ糖の分析は LPS をそれぞれ 2 Nートリフルオル酢酸と 4 N塩酸で加水分解したの

ち，最終的にアルジトールアセテートとしてガスクロマトグラフィーを行い定'性的に解析した。その結

果， 01----013 群の各 O 群抗原からグルコース，ヘプトースおよびグルゴサミンが共通して検出された。

他に中性糖として 7 種類 アミノ糖として 4 種類の構成糖を確認した。 KDO は Charon らの方法で

調べた結果， 06 , 07 および 012群の LPS から検出された。

これら各 O 群 LPS の糖構成における定性的な差異にもとづいて 13種類の O 群血清型を VP-1

----VP-8 の 8 種類の化学型に群別した。

〔総括〕

下痢症患者から分離した腸炎ピブリオの012 抗原を持つ菌株むよび新しい O 抗原を持つ菌株につい

て，それぞれの 0抗原を免疫学的に解析し，その特異性を明らかにした。さらに，これらの分離菌株

を含む13種類の異なる O 抗原を持つ腸炎ピブリオより抽出精製した LPS について，その糖組成をガ

スクロマトグラフィーを用いて定d性的に解析した成績から， 13種類の本菌 0 群血清型を 8 種類の化学

型に分類した。
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論文の審査結果の要旨

要旨

腸炎ピブリオの012 抗原については，従来のo 12群菌株では，その菌株の持つ 012 抗原の免疫原↑

が弱いため， 010抗原との交差性が強く疑われていた。本論文は，新たに下痢症患者から分離した特

異'陀の高い 012抗原を持つ菌株を用いて， 012抗原と 010抗原との免疫学的な特異性の違いを実証し

た。加えて，本菌 0 抗原として，従来の 01~ 012抗原とは異なる新しい O 抗原( 013抗原)が存在す

る事実を確認し， 013抗原の特異性を明らかにした。また，本菌 0 抗原について，リポ多糖体としての

糖組成を調べた成績を基に， 13種類の O 抗原血清型を 8 種類の化学型に再分類し，血清型の化学型と

の相関件を明らかにした。

以上の研究は，腸炎ピブリオ O 抗原の抗原性に関する基礎的な知見を提供した色のであり，高く評

価できる。よって，本論文は学位論文として価値あるものと考える。
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